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   すべての児童が「わかる」「できる」「たのしい」をめざした授業改善 
研究主題 

研究の具体 本校におけるユニバーサルデザインの捉え方 

「わかる」とは、基礎的・基本的な知識や
技能を習得することにより、様々な情報
を整理・理解すること。 

できる 

楽しい 

わかる 

「できる」とは、新しい課題に出合った
ときに、学習して身に付けた知識や技能
を活用して解決していくこと。 

「楽しい」とは、知的好奇心が揺さぶら
れる学習課題、教材、学習方法等により、
学ぶ意欲の高まりにつながること。 

 【焦点化】 

 【視覚化】 

 【共有化】 

 視覚的な手がかり（言葉・写真・図・動作等）
を効果的に取り入れ、学習内容や考えなどを可
視化すること。 

 ねらいや活動を絞り込み、児童につけたい力
の具体化、発問・助言の精選、展開や内容を単
純化し、目的意識を明確にすること。 

 個々の学びを全体に広げ、集団で思考を共有
する。その際に話し合い活動（形態、再話、解
釈等）を組織化し、異なる考えを認め合うこと。 
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一人ひとりの学びの違いに対応した
授業づくり 

視点１ 

視点３ 

視点2 

一人ひとりの教育的ニーズに応じた
適切な指導と支援 

研究の検証及び改善の手立て 

平成30年度学習状況調査（県）※学校全体                    全国学力・学習状況調査（国）※６年 

各種学習状況調査の結果によると、左下のグラフの
ように「授業が楽しい」と答える児童が多く、また「安
心して自分の意見を言うことができる」と感じている
児童も多い。しかし、自尊感情においては、まだまだ
課題があると感じる。今後はさらに校内体制の整備と
個のかかわりを重視したい。 

個の違いを互いに認め合い、尊重し
合える集団づくり 


